
◎
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進

及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
一
九
年
一
二
月
五
日
法
律
第
一
二
七
号
）（
衆
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
一
九
年
一
一
月
二
日
・
衆
議
院
本
会
議
）

○
茂
木
敏
充
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
両
案
に
つ
き
ま
し
て
、

提
案
の
趣
旨
及
び
内
容
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。
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…
…
…
…
…
…
…
…
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略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

次
に
、
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の

自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

本
案
は
、
終
戦
前
後
の
混
乱
の
中
で
中
国
等
に
残
留
す
る
こ
と
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
御
苦
労
を
重
ね
ら
れ
た
上
、
日
本
に

帰
国
し
た
後
も
言
葉
の
壁
や
生
活
習
慣
の
違
い
に
よ
り
日
常
生
活
に
も
困

窮
さ
れ
、
老
後
の
不
安
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
中
国
残
留
邦
人
等
の
方
々
の

事
情
に
か
ん
が
み
、
特
別
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
主

な
内
容
は
、

第
一
に
、
国
が
一
時
金
の
支
給
を
し
、
帰
国
前
及
び
そ
れ
以
後
の
期
間

に
係
る
国
民
年
金
の
保
険
料
を
一
時
金
か
ら
本
人
に
か
わ
っ
て
追
納
し
、

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
等
を
受
給
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、

第
二
に
、
年
金
の
受
給
等
を
補
完
す
る
措
置
と
し
て
、
世
帯
の
収
入
が

一
定
の
基
準
に
満
た
な
い
場
合
に
、
支
援
給
付
を
行
う
こ
と

等
で
あ
り
ま
す
。

本
案
は
、
本
日
の
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
い
て
、
内
閣
の
意
見
を
聴
取

し
た
後
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
委
員
会
提
出
法
律
案
と
す
る
こ
と
に
決
し

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

困
難
な
状
況
に
あ
る
方
々
、
弱
い
立
場
の
人
た
ち
の
問
題
解
決
に
向
け

て
、
こ
れ
ら
議
員
立
法
の
二
法
案
が
与
野
党
の
壁
を
超
え
て
全
会
一
致
を

も
っ
て
可
決
さ
れ
た
こ
と
は
、
小
さ
な
法
改
正
に
見
え
て
も
、
希
望
と
安

心
の
国
づ
く
り
へ
の
大
き
な
一
歩
で
あ
る
と
確
信
を
い
た
し
て
お
り
ま

す
。何

と
ぞ
、
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
可
決
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

二
、
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
長
報
告

（
平
成
一
九
年
一
一
月
二
八
日
）

○
岩
本
司
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
五
法
律
案
に
つ
き
ま
し

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律

四
二



て
、
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上

げ
ま
す
。
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…
…
…
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…
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略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

次
に
、
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び
中
国

残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の

支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
中
国
残
留
邦
人
等

の
置
か
れ
て
い
る
事
情
に
か
ん
が
み
、
国
民
年
金
の
特
例
等
に
よ
る
満
額

の
老
齢
基
礎
年
金
等
及
び
一
時
金
の
支
給
、
こ
れ
を
補
完
す
る
支
援
給
付

の
実
施
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
両
法
律
案
を
便
宜
一
括
議
題
と
し
、
提
出

者
で
あ
る
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
長
茂
木
敏
充
君
か
ら
趣
旨
説
明
を
聴
取

し
た
後
、
順
次
採
決
の
結
果
、
両
法
律
案
は
い
ず
れ
も
全
会
一
致
を
も
っ

て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

（
注
）
衆
議
院
に
お
い
て
は
、
委
員
会
の
審
査
は
省
略
さ
れ
た
。

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律

四
三


